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登録リスト（該当：6件）
  ≪  1  ≫
		写真	タイトル	説明	登録日
	1	[image: 小島大池]	小島大池	全国ため池100選　小島大池
起源：1618年
貯水量：102000m^3	2022-11-30
	2	[image: 小島大池（こじまおおいけ）]	小島大池（こじまおおいけ）	小島大池は塩田平の中でも大きなため池であり、1618年に造られたものである。そんな小島大池の1689年に起きた事件についての民話を紹介していきたい。


下之郷山から降りてきた沢山の猪によって田んぼが荒らされ、田んぼの稲を守ろうと玉の入っていない鉄砲を一発打った。驚いた猪は小島大池に飛び込んでしまい、22匹のうち5匹が溺死してしまった。
騒ぎが大きくなり上田藩に届け出たところ、役人から「入念に猪の死骸を埋め、猪が死んだ理由を書いた木札を立て、周りを竹矢来で囲みなさい」といった処置が命じられた。
なぜ猪のためにこれほど大騒ぎになったのか。それは、当時徳川幕府の将軍綱吉が「生類憐みの令」を出しており、動物に危害を加えた場合重い罰が与えられたからである。

なお、小島大池に実際に行ったところ、現在工	2022-01-26
	3	[image: 小島大池]	小島大池		2021-05-06
	4	[image: 池生神社]	池生神社	小島大池のすぐ脇に建立されている神社。拝殿は新しく立て替えられている。池の周りに奉られている神社はみる機会が少ないので､参拝するには良い機会だと思う。	2021-05-05
	5	[image: 小島大池（ため池）]	小島大池（ため池）	塩田平にある、ため池100選にも選ばれた塩田平のため池群のひとつです。
10万2千トン貯水でき、堤頂は555mあります。
近所の方々が周りの道をウォーキングロードとして利用しています。
鴨が泳ぐ姿などが自然を感じさせてくれます。	2020-05-26
	6	[image: 小島大池]	小島大池	農林水産省のため池百選に選定されている「塩田平のため池群」の一つである。この小島大池にはイノシシと鉄砲の民話(猪溺死事件)があり、ため池の歴史や時代背景などを知ることができる。他のため池にも民話があり、「信州上田塩田の里」http://www.shiodanosato.jp/tameike/mukashi.phpで見ることができる。
かなり大きいため池であり、鳥もよく見かける。近くに神社もあり春には桜とため池できれいな景色が見ることができる。	2020-05-25
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